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「なまずの会」地下水位・温泉温度等観測結果 (2022 年 )

板寺一洋（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに　
「なまずの会」では、神奈川県を

中心とした各地の観測会員の皆様に
より、井戸の水位や温泉温度、そし
て、それらに影響する気圧や降水量
の観測を行っています。2022( 令和
４) 年 1 月の時点で、観測会員数は
９名で、観測井戸は、神奈川県のほ
か、東京都、静岡県、兵庫県に分布
しています（図１および表 1、観測
休止中を含む )。

事務局（温泉地学研究所）では、
各会員から通信はがきや封書、電子
メールなどにより送られてきた観測
データをコンピュータ入力し、月ご
とのグラフを作成し、各会員にお返

図１　地下水位・温泉温度観測点分布
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しするとともに、異常な変化がない
かどうか検討しています。ここでは、
なまずの会の会員による 2022( 令
和４) 年の観測結果について報告し
ます。

2022( 令和４) 年の地震活動
気象庁 (2023) によれば、2022（令

和４）年に日本周辺で発生した M
（マグニチュード）6.0 以上の地震
は 19 回（2021（令和３）年は 20 回）

表１　「なまずの会」観測地点一覧。（休止中を含む）
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表２　横浜と東京の両方、または、静岡 ( 浜松市 )、兵庫 ( 丹波市 ) のいずれかが震度１以上となった地震（2022 年）
　図 3 から６では、震度の欄を黒塗りした地震の発生時刻を▼で示した

で、ほぼ過去 10 年間の平均的な発
生回数だったとされています。国内
で最大震度５弱以上の揺れが観測さ
れた地震は計 15 回発生（2021（令
和３）年は 10 回）し、３月 16 日
に福島県沖で発生した地震（M7.4）
では最大震度６強の揺れが観測され
ました。この地震の際には津波も観

測され、大津波警報、津波警報、津
波注意報が発表されました。

観測会員による水位の観測結果と
地震との関係を検討するため、イン
ターネットで公開されている気象
庁の震度データベースの検索サイ
ト (https://www.data.jma.go.jp/svd/
eqdb/data/shindo/index.html) を 利

用して、観測点の所在する地域で有
感となった地震をピックアップしま
した。具体的には 2022（令和４）
年１月１日 0 時 00 分から 12 月 31
日 23 時 59 分までの間に、横浜（横
浜地方気象台　横浜市中区山手町）、
東京（気象庁　東京都千代田区大手
町）、および、観測点のある静岡県
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図２　(a) 横浜と東京の両方、(b) 浜松市、(c) 丹波市でそれぞれ有感となった地震の震央分布　エリアごとに観
測点の位置を★印で示した。それぞれ観測点からの震央距離が 200km でマグニチュードが最大であった地震に
ついて、発生時刻とマグニチュードを記載した
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浜松市、兵庫県丹波市において、そ
れぞれ震度１以上の揺れが観測され
た地震を検索しました。その結果
をもとに、横浜と東京の両方、また
は浜松市、丹波市のいずれかが震度
１以上となった地震を選別したとこ
ろ、その条件にあてはまる地震数は
59 回でした。それらの地震の震源
位置（緯度経度および深さ）および
M を表２に示しました。

表２に掲げた 59 回の地震のうち
M6 以上の地震は 4 回でした。3 月
16 日 の 23 時 34 分 と 23 時 36 分
には、ともに福島県沖を震源とする
M6.1 と M7.4 の地震が続けて発生
しました。これら 2 つの地震は震
源位置が似通っており、いずれも太
平洋プレート内で発生したものでし
た。5 月 22 日に茨城県沖で発生し
た地震（M6.0）は陸のプレートの
地殻内で発生したものでした。11
月 14 日に三重県南東沖で発生した
M6.4 の地震は太平洋プレート内部
で発生したもので、震源の深さが
362km と深かったため、「異常震域」
と呼ばれる現象により、震央から離
れた東北地方及び関東地方でも強
い揺れが観測されました。（地震調
査研究推進本部；2022a、2022b、
2021c）

2022( 令和４) 年の観測結果
各会員による 2022( 令和４) 年の

観測結果について、表２に掲げた地
震に関連した異常変化が観測されて
いないかどうかに注目しながら振り
返ってみましょう。水位の観測結果
との比較のため抽出した地震の震央
分布を図２に示しました。観測結果
を示すグラフ（図 3 から 7）は、地
下水位については神奈川、東京、静
岡 ( 浜松市 )、兵庫 ( 丹波市 ) とい
う地域ごとに、また温泉温度は箱根
地域について示しました。地下水位
に影響を与える気圧と雨量について
は、地域内の観測会員が測定してい
る場合はそのデータを表示し、地
域内に観測会員のデータが無い場
合は、近接する気象庁の観測点に
おけるデータ ( 過去の気象データ検
索 http://www.data.jma.go.jp/obd/
stats/etrn/index.php　による ) また
は温泉地学研究所の観測点における
データを用いて示しました。

神奈川・東京（図３および４）
神奈川県伊勢原市の No.27 では

8 月 21 日に水位計のワイヤロープ
が切れたとの連絡がありました。お
そらく経年的な劣化によるものと思
われます。なまず水位計では滑車を

通してワイヤロープで錘と浮きがつ
ながっており、ワイヤロープの切れ
た場所によっては錘や浮きが井戸内
に落下することがあります。No.27
では錘が落下してしまい、代わりの
錘の用意に時間がかかったことな
どから修理に伺った 10 月下旬まで
の間が欠測となっています。この間
の水位は不明ですが、5 月から 6 月
に水位が高まった時期よりもさら
に高い状態であったとみられます。
No.96 の水位は、例年の経年変化で
見られるように、3 月中旬以降、降
雨とともに上昇した後、10 月中旬
に低下傾向となるまでの間は、地表
から 0.5 ｍほどの深さで推移してい
ました。

2022（令和４）年に横浜 ( 横浜
地方気象台 ) と東京（気象庁）がと
もに震度 1 以上となった地震は計
46 回でした（表 2、図 2(a)）。それ
らのうち観測点からの震央距離が
200km 以内で M が最大だったのは
4 月 19 日に発生した茨城県北部の
地震（震源の深さ 93km、Ｍ 5.4）
でした。また、観測点から最も近
い場所で発生したのは 2 月 1 日の
神奈川県東部の地震（震源の深さ
100km、M3.9）でした。図３にそ
れらの発生時刻を▼で示しました。
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図４　地下水位観測結果（東京）
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図３　地下水位観測結果（神奈川）
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この地震の発生時を含めて、表 2
に掲げた地震に関わるとみられる異
常な変化は観測されていません。

東 京都品川区の No.336 の水位
は、年間を通してみると地表から
概ね 3.5 ｍの付近で推移していまし
た。この観測点の水位は、雨によっ
て数十 cm 程度上昇した後、半月か
ら一カ月程度かけて元に戻る特徴が
あり 7 月中旬や 9 月下旬の大雨の
際の変化が顕著でした。一方、8 月
に同程度の雨量が観測された際の水
位変化は、他の降雨時と比べても小
さなものでした。

2022（令和４）年に横浜 ( 横浜
地方気象台 ) と東京（気象庁）がと
もに震度 1 以上となった地震は計
46 回でした（表 2、図 2(a)）。それ
らのうち観測点からの震央距離が
200km 以内で M が最大だったのは
5 月 22 に発生した茨城県沖の地震

（震源の深さ 5km、Ｍ 6.0）でした。

また、観測点から最も近い場所で
発生したのは 12 月 10 日の東京都
23 区の地震（震源の深さ 119km、
M4.1）でした。図４には、それら
の発生時刻を▼で示しました。この
地震の発生時を含めて、表 2 に掲
げた地震に関わるとみられる異常な
変化は観測されていません。

静岡（図５）
静 岡 県 浜 松 市 の No.370 と

No.477 は、ともに遠州灘に面した
海岸付近に位置しています。どちら
の水位も地表からの深さが２ｍより
浅く、年間を通した水位変化の様子
や降雨に対する反応の様子も似通っ
ています。No.477 では 8 月中旬の
大雨による急な水位の変化後、数日
間かけて水位が低下し低下していく
様子が観測されています。No.370
とピークの現れ方が違うことについ
て板寺（2021）は観測頻度の違い

図５　地下水位観測結果（静岡）
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によるものとしています。No.370
と No.477 の観測頻度は、それぞれ
一日１回と 2 回ですので、大雨時
の急な水位の上昇は、一日 2 回の
観測で捉えられる程度、つまり半日
程度の時間で生じている現象である
と考えられます。さらに、その後ゆっ
くりとした水位の低下が数日間続い
ていることから、この地域の浅い地
下水位には、まず近傍の雨の影響が
現れた後、それよりも広い範囲の雨
の影響が表れている可能性が考えら
れます。

2022（令和４）年に静岡（浜松
市）で震度 1 以上の揺れが観測さ
れた地震数は計 5 回でした（表 2、
図 2(b)）。それらのうち震央距離が
200km 以内で M が最大だったのは
11 月 14 日に発生した三重県南東
沖の地震（震源の深さ 362km、Ｍ
6.4）でした。また、観測点から最
も近くで発生したのは 1 月 18 日の
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遠州灘の地震（震源の深さ 35km、
M3.6）でした。図 5 にはそれらの
発生時刻を▼で示しました。これら
の地震の発生時を含めて、表 2 に
掲げた地震に関わるとみられる異常
な変化は観測されていません。

兵庫（図６）
兵庫県丹波市の No.433 の地下水

位は地表から 5m ほどの深さにあ
り、いわゆる浅層地下水の変化を反
映しているとみられます。年間の変
化をみると季節的な上下よりも一雨
後ごとの上昇、低下が特徴的であり、
水位変化の大きさは雨量の多さと概
ね対応しています。一方、1 月上旬
や中旬、8 月中旬に比較的少量の雨
が続いた際には、他の時期に比べて
ゆるやかな水位のピークが観測され
ています。

No.433 近傍の兵庫県南部では、
2021（令和３）年 12 月以降、地
震が繰り返し発生しており、気象
庁の震度データベースによれば最
大震度 1 以上となった地震は 2022
年 3 月までの間に 5 回観測されて

います。2022 年に兵庫（丹波市）
で震度 1 以上の揺れが観測された
地震数は計 10 回でした（表 2、図
2(c)）。 そ れ ら の う ち 震 央 距 離 が
200km 以内で M が最大だったのは
6 月 17 日に発生した徳島県南部の
地震（震源の深さ 45km、Ｍ 4.9）
でした。また、観測点から最も近く
で発生したのは 3 月 11 日の兵庫県
南東部の地震（震源の深さ 15km、
M4.1）でした。図 6 にはそれらの
発生時刻を▼で示しました。これら
の地震の発生時を含めて、地震に関
わるとみられる異常な変化は観測さ
れていません。

箱根地域 
（温泉・蒸気温度　図７）

箱根町大涌谷の蒸気井のうち温度
測定が実施できた No.487(A) の温
度は、井戸のメンテナンスや雨の影
響などによってばらつきながら、9
月下旬までは緩やかな低下傾向が続
いていました。9 月下旬には台風に
伴う大雨の影響により 20 度近く低
下した後、いったん上昇したものの、

台風前と比べると 10℃以上低い状
況が続いていました。No.487(B) は
井戸の改修が進み、測定回数が少な
いものの、160℃を超える温度が記
録されています。

2022（令和４）年、箱根火山で
の地震活動は 1 年を通して比較的
静穏で、顕著な地震活動は認められ
ませんでした（栗原ほか、2023）。
No.487(A) では火山活動の影響によ
る温度の変化は生じていなかったと
考えられます。

おわりに
2023（ 令 和 5） 年 2 月 6 日 午

前 10 時 17 分（日本時間）頃、中
東のトルコ共和国南部で M7.8 の
地震が発生、その 9 時間後の 2 月
6 日 19 時 24 分（ 日 本 時 間 ） 頃
には M7.5 の地震が発生しました

（アメリカ地質調査所の地震カタ
ロ グ https://earthquake.usgs.gov/
earthquakes/search による）。一連
の地震活動による被害は甚大で、震
源域となったトルコ、シリア両国合
わせて 4 万人以上の方が死亡、被

図６　地下水位観測結果（兵庫）
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図７　蒸気温度観測結果（箱根）

災者は 2600 万人を超えるとされ、
この原稿をまとめている最中にも救
援活動が続けられています。この場
をお借りして、地震の犠牲になられ
た方々、被災された方々に心よりお
見舞いを申し上げます。

トルコ共和国は、日本と同様、複
数のプレートの衝突領域に位置して
おり、過去に幾たびもの被害地震に
見舞われてきました。その経験から、
トルコ政府は建物を建築する際の耐
震基準を更新するなど対策を強化し
てきた経緯がありますが、今回の地
震でも、再び建物の倒壊が被害拡大

につながってしまいました。大きな
被害を生じさせた原因については、
今後、様々な視点から分析が進めら
れることと思いますが、その結果を
待つまでもなく、同じ地震国である
日本に住む私たちは、今回のトルコ
の大震災も教訓の一つと捉え、やが
て起こるであろう大地震への備えを
さらに進めていく必要があります。
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